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チこ「叫のことf !

本巻の発刊が多くの市民のみなきまが身近にある市域の自然環境

に興味の日を向けられる契機 となり, また, 自然 と人間との新たな

関係づ くりを考えていくうえでの
一助となりますならば,望 外の幸

せに存じます

終わりに,本 巻のための調査,資 料提供,執 筆,編 集,監 修およ

び向j刷等に絶大など協力を賜 りました諸氏 ・諸機関に対し,厚 くお

イ[申しあげます

平成 8年 9) 1

大和市長 上 屋 侯 保

本巻の編集について

本巻は,大 和市史の別編 としてTJ行され、市域の自然について,そ の概要を

紹介するものである か つては,市 史といえば,大 文科学の領域の狭い意味で

の歴史だけが扱われることが多かったが,近 年は,多 くの市町村が,そ の歴史

の展開 した舞台とと″ての自然にも同を向け,そ の記述に巻をもうけるようにな

ってきた 大 和市でも, そうした例にならい, 自然編を刊行することにした

本巻では,市 域の自然について,今 までの研究成果を参照するとともに,1992

年から1994年まで,市 史専門調査委自によって行われた新たな調査の結果を

まとめて記述 した そ の内容は,地 形 ・地質に始まり,動 植物の研究史、動植

物相の特色などを合み,過 去から現在にする人と自然のつながりが概観できる

たうに考えた こ れは,今 後の大和の自然環境の変化を見つめていくうえでの

出発フ点ともなるものである

第 1+で は,大 地の成 り':ちについてまとめ,将 来 のヽ縫言として高関束地

長にも言及 した

第 11キでは,市 域の自然環境について,過 去から現在までの変通を極観 し

た 文 芸作「】に現れた記述なども援用し、■活 している人々にとって,そ の自

然環境がどんな意味を持っていたかにも触れるようにした

第 M章 では,市 Ftの動植物相の研究史をまとめたうえで,そ の特色を積

物 ・布椎動物 ・毘虫の 3つ の分野について記述 した こ れには,1987年 から

1990年にかけて市社会教育課の主管によって行われた,大 和市動植物総合詞

査の結果がいかされている

第 lV章 では,公 所 泉 の森 上 和田野鳥の森 という市内 3か所の地域につ

いて,そ れぞれの植4i環境を記述するとともに,そ れがどのような土JLb利用の

殿史を通 じて生まれ, よた現在の動物の生思環境 としてどのような位置を占め

ていろかを紹介した こ のキは,城 川四郎,池 円博明,勝 出揮男,日 中徳久,

柴飯万〔一郎の各氏に自然編刊行のために専F弓調査委員として加わっていただき,

植41 植 物相 ・菌類 ,烏類 直 翅類 ク モ額 ・陸産貝類に特に重点をおいて行



をた登路 五 め… 権 ヤ … … 制 明ど9fを もご

協力いただいた ま た,土 地利用の変達については,地 元の方からお話を聞か

せていただいた

第 Vキ では,著 しく都市化の進んでいる本市域において,今 後,環 境保全

のうえで配慮すべき点を簡単にとりまとめた

また,巻 末には,現 在までに市域で記録された動植物の種名を日録 としてま

とめた こ れは,地 域の自然についての市民の財産日録 とい うべきものである

今後の市域の開発 と保全のありようが, この日録をいかして動植物との共1との

道を歩むのか, 多 くの種の絶滅を引き起こしてしまうのか, それが問われてい

るといえよう

平Jiな台地 Lに発達した大和市域の自然環境は,決 して豊かとはいえない

土地利用のしやすい地形であったために,古 い時代から畑地が開かれて,広 い

山「積の奈朴が失われた さ らに,近 年の部市化の進行によって1挫 耕地は次々

に住宅地や工場に姿を変えていった ま た,納 `市化は水質の汚染をもう|き起こ

し, もともと乏 しかった水環境がますます貧明になっていった

そうした条件にもかかわらず,植 物では ,レ アクソウ ヤ マブキツウ・ワダ

ソウなど。分布 L央味深い 卜数種の生育が認められている こ うした柏物は,

川沿いの斜面林や, 占くからある集落の屋敷朴などに辛 うじて資tき残 っている

動物でも1 そ うした小さな緑地にしがみつくように,希 少な種の
/1はが認め,,

れる

このように大和市域の自然は,一 見 しただけでは半JH3たが,細 かく地ていく

と,多 様性に宮んだ場所が見つかる 将 来の市域の自然を考えると,そ うした

場所をいかにきめ細かく保全できるかが重要であると言えよう 本 巻が, これ

からの市域の環境保全に少 しでも貢献でき|ロゴ,そ れに増すキびはない

本巻編さんのための調査では,多 くの方にお世話になった 特 に 3か所の調

査区では,多 くの方から貴重な情報を提供 していただいた ま た,種 々の便年

をとりはから,て下さった,県 などの関係機関の皆さんへお礼中しLげる

水 巻 編 実 担 単
 浜

1 1 打

一

例凡

〕)本 巻は, 大和市域の地形地質,動 緒物に関する記述を中心として全 5章 で構

成 し,巻 末に 「大和市の動植物日鉄Jを 収めた

2,本 巻線焦のための動植物の調査期「H7は,1992年 (平成 4年 )か ら1994年 (平

成 6年 )であるが, それ以外の期間の資料も利用 した

3)本 巻の編実にあたっては,大 和市教育委員会社会教育諜によって 1987年(昭

和 62年 )か '〉1990年 (平成 2年 )までの4年 間に実施された 「大和市動柏物

結合調査Jの 成果を多く利用した

4)文 中の表記は,原 賞けとして行用漢字を用いた た だし、一部の固有名詞,専

門用誌などは常用漢字以外も使用した

5)動 紡物の肝単和ネはヵ夕ヵチで及記した 文 中の学名は,略 と 巻 末の 1大

和付の動植物 H録 1中 に記 した

6)年 号の麦ICは 旅 Fl lとして内応を出い,適 宜 ( )内 に和暦を行した

7)引 用 参 考文献の表記は、次のように示した

』第 I章では,文 中に文献番号を付し,各 文献情報は常末に番,IRに 示した

b第 】I～IVキ では,原 則 として文中 I Jに 文献名,続 けて( )内 に編者

者名および発行牛 =西 唐を表示した 各 文献情報は、各章末に編者者名の

ア九ファ′■ 卜l16に示 した

c ttI～lVキ の文献情報は,編 著者名、発行年,毒 名 (または論文名 収 館

苦名)結 ベーデ歌 (または翔載ベーすつ 発 行孫分順に示とた な お)雑

誌の場合は書名のあとに巻数および号数を付 した

8)図  夫 ,写資は, それぞ才l各章 どとに通し番けを付した 図  表  写 真の,1

次は、巻末に月載 した

口絵および木文中に掲載 した写真の撮影有名は1巻 末の回絵 写 真H次 中に

示した た たしⅢ本巻執筆有提供写真および大和市所蔵写真についてltこれ

を省喘 した

本巻の編生執争関係者名および執筆分」となどは,巻 末に;せした10)

9)
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6真 i Lク モ類

林や草むらに日を向けると, 多 くのクモが見つかる ク モは身近な環境のは

とんどあらゆる空間に生思 している 大 きな網を張る種類のはか,低 木の間に

述網する種類,枝 上ゃ業上を徘4Fnlする種類,下 事の間にひそむ種類,落 葉糟に

すむ種類,上 中にすむ種類など多種多様で, その生活様式の豊かさは驚くはど

である こ うしたことを念頭に置 くと,一 般の予想に反して,都 市開発が進ん

だ市域においても, 点在する森林や緑地には多くのクモの資tよが期待される

市史調査以前に,大 和市のクモ相は調査 されたことがなかったが,1992そri(r

成 4年 )から1993 Ⅲl(平成 5Ⅲつの調査結果は1 この期待を夏付けるものだった

市域において記録 されたクモは 172種であった(11鍬参Br4)こ のほかに伝「Hl

であるが,次 の森でアカイロトリノフンダマシカS確認されたことがあり(キ藤

快―郎氏による),屋 内にアラダカグモがすむという な お,大 打市に隣拡する

庄岡市では,19881'(昭 和 63年 )12)jか ら 1992年 2月 までの|□査で,160社

が記録されている(llt訪 藤 ツi 池 Hl 1993)ことからすると,大 和 lfの種数はほは

全体を網紹したものであろう た だし,庄 阿市域は座閥丘陵を合むため、 ク モ

相は大和市とやや異なったところがある 大 和市のクそ相のイヤ徴は後述する

li内の各所でクモを採笑するはか,調 査匹のぶ林のクモ群集セ把援するため

に119931'(平 成 5イF)5サlか ら10月 までブl l hl,全調茶区を巡い|し,階 膚ご

とに定景調査を行った 5分 H」のビーテ ィングで低木屑から,50い |のスィービ

ングで草本膚からクモを採集し,淡 皮 し, 同定 した こ の結果をもとに,便 ,li

種や群集の季節的変遷,群 集の多様度,群 集Pn3の類似庄を求めた

以 下,調 査区全体の総諭j牛 論の順で記す る 論については,本 項では公所

の各調査地点のクモ群集の特徴を記 し,大 の茶とIIl鳥の森のクモtl集の「jt微に

ついては別項を立てて記す

1)大 和市の森林のクモ群集

定量認査で得られた資料をもとに, 大和市の森林の各肩 (低木村、■イ(隅,

地氏膚)のクモ汗集の特徴を記す

ほ木層のクモ 付 練 ・粋業の】」,乾 湿にもゝ'わ らずほとんとの調査際:ゅ林内

)2節  ド械1門公所地〆  249

の低木科で成体 を得たのは次の 12種であった こ れ らは大和市の屋外で もっ

とも普通に見らおるこであった

逢網t4: 9種:カタフヽリウズダモ, カグヤヒメグモ, ヒメグモ, ムナボシヒ

メグモ, ヤマトカチエグモ(造網しない), ヨツデゴミグモ,

ヨンロカネグモ1 クロヨアシナガグモ,  コクサグそ

俳イロ性 3種 !アサ ヒエ ビグモ(写真l V  1 3 ) ,  コジャパ ラタヽエ トリ,デ
ー‐

ンソフ`ユ トリ

神奈川県 下の他の地域の調査結果 と比べて,大 和市の低木膚のクモ群集の特

徴 をあげてみ ようく図】V8)

◇最優占種は, ムナボシヒメグモだった
一―低木層の最優占種は, ムナボシ

ヒメグモ(ヒメクモ科)で捕驚数 3291頭中,20%の 667頭 を占めた 次 いでコ

クサグモ(タナグモ科)の 14%で あった ム ナボシヒメグモはクモを食 うクモ

で1通 常のクモようも高次の捕食者に相当する 大 和市においては, 7タ オイ

ッウロウグモ(ヒメグモ科)も 57%と 優 riしてぃた 他 極の クモの綱に寄生 し,

写真 IV 13 く にて卵の うを守 るアナヒ

エビダモ tt Lつ卜1」||の最優!町村 菊;市の

公田にも多い

写真 lV 14 ′マッタを捕食するナ

ガコガネダモ 車 本に生息するが、

けヽでは成体は少なヽ
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郎を盗むだけではなく,時 には宿とを捕企 してしまうにである ま た,佃 体数

は多くないが,や はリクモ食いのヤマ トカすエグモ(コガネグモ科)も, どの林

内にも見られた ク モ専食であってもオナガグモやヤリグモ(ともにヒメグモ

科)は分布が限られていた こ の両種はむ しろ県下の丘陵地に多い

市域の森林の観察を始めて印象的だったのが,ム ナボシヒメグモが日につ く

ことだったが,定 量調査の結果はその印象が正 しかったことを裏付けた

◇大形極が少なか った一― タサグモや大形の垂直円網種 (オニグモ,ナ ガコ

カネグモ(写京iV lり)の成体がほとんど記録 されなか った ,ガ ネグモ科 23

種のうち,成 体をIIB鉢したのは17種で, コガタコガネグモ シ rrスジショゥ

ジョウグモなど中形から小形の種類だった コ ガネグモ, チュゥガタコガネク

モは幼体さえも記録されなかった

コガネグモ釈など村岡に子直IJ網を蚊 り111す大形の種類は,高 度経済成長期

―

！”

抑

分2飾 下経HJ公所地区  2 3 1

以前の 1と出には洋通であ .,たと思わ打るが,近 年のコ;市開発に伴 って個体教が

激減 している ジ ョロウグモが他の地域 二比較 して少ない ことも特記 したい

なお, ト リノフンダマシ類は言己録 tれ なか った

◇成体数が少なヽヽ中形種があった
一一幼体が多数生志する割に,成 体数が少

ない中形種があった サ ツマノミダマンの成体は 1頭, ワキグ・ナツマノミ々

マンの成体は 6頭 だけであった

◇山地性の種は記録されなかった
― ―コガネヒメグモ(ヒメグモ科)やヨツポ

シサラグモ ・クスミサラグモ ツ リサラグモ(サラグモ科)など山地性の種は記

録されなか ,た

◇丘陵位のサラダモ類は記録されなかフた
一―ユ ル マヽサラグモ ア シナガ

サラクモなど丘隆性のサラグモ類は記録されなかった 大 和市木記録で,庄 問

市の丘陵域で吉d録された種のうちて次の 9種 は,県 下の分布からrr隆性と肘測

il lデ き F I'1争
…ヽ Ⅲ… … 夕ヽ ホ

サ   イ   ケ    '    4   /        '
ti     t     [     tt     イ      :     i夕      し
|                         イ      ツ      '1     ″
″                   i    マ     イ    タ

ナ      i      [

図 lV 9 市 内森林のクモの優占柿(申木槽)
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きイとる

赴綱性 6種 !チ ッィソゥロゥグモ,  ャェ ンォ‐グモ,  カラオニ /●モ,  チュ

ウすタコノネグモ ク マダギンナガ ゴミダモ・ サ ガォニグモ

つ1徊性 3種 ,ァ ズマキシダグモ, ャ ャジ/、ェ ト!, マ ダラスジハュ トヮ
草本層のクモ 林 内の草本層には多 くのクその幼体が生″自、してぃた(図IV―"
この層でもっとも優占していたのはヨッデゴミグモで,成 体 幼 体を合わせ
ると,捕 獲 クモ数の 88%を 占めた 次 いでァンナガグモ幼体の 77%で ぁっ
た 以 下, ワキグロナツマノミダマシ幼体, シ ャコグモ, キ ヒメグモ, コ クサ
グモ幼体, シ Hヵ ネダモの一種(おそらくヨンロカネダモ)幼体, サッマノミダ
マシ幼ヤな, カタハ リウズグモ, ムナボシヒメグモ, ッ リガネヒメグモと続ぃた
地表つ卜御性のシキヨグモ以外は,進 料ttの クモでぁる

地表層のクモ 林 内の地表には土に イタチグモ ,ャ ミィ0カ ニグモ・ゥラン
‐グモなどの地丈クト御t性の種類のほか,旅 箕|とのタテャマテナカクモが生志 し
ていた こ れらは常緑 ・海葉の別にかかわらず林床に4:ふ してぃたが,畑 地や
芝4となどの陽地やけ付けた単地などには!L志 してぃなかった

以 には市内の森朴全体の概観であるが,調 杏区の各森林ではその樹fIゃ植殺
の竹度,人 手による特理の様子などによってs各 用の発達の様子が異なり, ク
モ群集の様態もそれぞれ特徴があった

群集の豊かさ 群 集の:生かさを表現する持標 として種な, シ ンプソンの多様
度特数などが考案されてぃる 多 様度挿数は種数と種ごとの個体数から求めと,
れ,種 数が少なく, 少数の種による独とf傾向が強いなど位が小さくなり よ り
「1を純な群実Jと みなされる

今いlの調査れ呆から, 各森林の多様度持数を算|liしたヵi ょ り簡賀な指棟と
して, クモの場合、成体極数を用いることができると考えられる 1993午 (平
成 51つ の中本膚および 1993年 6月 の低木層の多様度指数と午門の企胃の成体
極数を参考にあげたく図IV lぃ な お, 多様度指数の算出には幼体は合めなか
った 6月 の低木層のみをあげたのは, 十分な極数と個体数が得られており,
比較に十分なデータと判断 したからである 成 体朽数 ,記録IEI数ともに最高は
野んの森の森林でぁったヵ、 林内に流水がぁり,革 本層が発達するたちと考ぇ
ら,Lた

タモにとって忠い環境 とは郎が採れない場所でな)る 1分 な郎量がなけれは

図 :V10 市 内余林のクモ 1ヽ狭と多様度掬数

でた合で きない し たがャ,て,成 体が得 ',れたかど うかは環境指標の
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2)ク モから見た公所

公所地区には多様な環境がある 集 中的な調査1也点は,公 所北部
・高部の4

か所の点朴(介lmi林・河l」の植林 路 けのシラカ)林  度 軟林)と竹林だったが1

他に家屋周辺 外 庄 ・物置内 4をけIRヽ車地
・芝如1・水11でも補助的な調査を

行った 以 下,各 環境ごとのクモの特徴についてiこす 余1市i林内に優占するク

モの季節的な変違は凶 iV llに示した

第面林のクモ 林 内はややうす晴 く,代 木ドは疎な顛になっている 5月 に

はシラカンやアオキの低本の業 Lに小さなjll榊を坂る赤糊色のコクサグモの幼

□■は力み“故

物成体“私

!:tサ:  ャ
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体が日立つ 低 本の実裏には緑色のウ・コアシナガグモやムナボシとメクモが

待ち伏せし, ムナアカアクログモの幼外が俳イ回している ム ナポシヒメクモは

奉先からもう成体になり始めた

ひざくらいの高さにはカタタヽ リウズグモが渦巻状の隠れ帯を持つ網を張って

いた 草 本層から低本膚にかけて緑色のサツマノミダマシの幼体が造網 し始め

た こ の極が成体になるのは7月 だ

5月 下句から6月 にかけては,多 くのクモが最後の脱皮をして成体になる

低木の間にはコシ■カネグモの水平円RPlが日立ってきた

枚業上つ卜和性のアサ ヒエビグモ・ネヨグモ ・コジャバラタヽエ トリ 地 表ク抑 1性

のシャコグモ ・ヤミイpカ ニグそ・ウランマグモの成体が見られる

7月 に入るとつクサグモの棚網がだいが大きくなってきた 草 本膚から低木

騨にかけて, しだいにワキグロサッマノミダマンの幼体が1]立ってきて18,]

中旬には成体になる 卵 のうから出たセマル トラフカニグモの幼休が低木の芙

11で待投 している 8月 卜句にはコクサクモが成体になり始めた

9月 、ずっと優勢だったムナ下シヒメグモも幼体の時期になった 頭 ltにジ

ョロウクモの節形1可綿がある

5'〕   じ '〕   , '〕    8 ) 1     9 ) 1     ‖ⅢIサ
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本調査地点で|よ62極 のクモか記録され.成 体臣数も4F種 とヽ かった 低 木

層 (6月)の クモの多様度精数は 115,■ 本層のそれは 84で ,調 査区では高い

方であった

河辺の植林のクモ 境 川の‖1河床跡のスギ ・ヒノキの植林地は斜面林に比べ

て,低 木層は較になっておらず,林 内はうす暗 く,■ 本層 も発達 していない

低木層に優占していたのはムナボシヒメグモではなく, コクサグモ(幼体)とヨ

ッデゴミグモだった 他 の調査地点で優占していたサツすノミダマンとワキグ

ロサソマノミダマンは,本 地点と野鳥の森には少なかった 両 極とも比較的,

乾燥 した場所を好むためである 土 手を決んで境川が流41ており,水 平円網を

張るオオシロカネグモやアシナガグモ ・草間徘佃世のイオウイロ′ヽシリグモな

ど水辺を好む慰や,林 内の時いじめじめした環境を好む極 (オナガグモ, キラ

クシロカネグモ、 ヘ リジロサラクモ)が低木層に進出 していることから,低 木

層 (6月)の クモの多様度指数は 128で ,市 内全調査区中もっとも高かった こ

れらの種はみな成体になり,本 調査地 IRでは記録極数 62種 のうち,54和 で成

体が観察されたことも特記される 低 木層に比べて■本膚のクモの多様度指数

は 46と をしくにかった

村幹俳作1性のエキスハエ トリは本調査地点のみ, ヤサアリグモは本調査地点

と野鳥の森だけで記録された

屋敷林 竹 林 。生け垣のクモ  公 所市部地区は宅地開発が進んだが,‖J家や

寺社の周辺には比較的規模の人きな林が残されている 常 緑林を主体にした社

寺林や屋敷林には多くのクモが11た、する

今IJの調査でiO家 の屋敷林からに61種,竹 林からは 55種のクモをrH3録と

た 61種 は前述の斜市i林や河辺の植林地の 62種に匹敵するが,成 体種数を見

うと1屋 敦林では 37種,竹 林では29種で低かった 桜 の散歩道わきのシラカ

シ林 もほぼ同様の傾向で, ここでは記録 55種中,32極 が成体だった 低 木層

のクモの多様度IF~数は屋敷林 441 Fl林52, シラカシ林 45と 低 く,似 かよっ

ていた 草 本層のクモの多様度指数は畳敷林 93,竹 林 40, シラカシ林 45で ,

屋敷林で高い傾向を示 した こ の屋敷林は林床にあまり手を入れず, 自然に任

されており, テャノヒゲなどの■本が点在している し かも常総林で,湿 度が

比較的高い こ のような環境が低木層と車本層のギャップを少なくして,卓 本

層のクモの多様度を高めているのである つ まり,屋 敷林では低木層と車本層

|)(
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がそれぞれ独自なクモ相になっているのではなく。低木IrJのクモが■本層にも

生育できているのであった

総 じて多様度や成体極数が低いといっても,大 きなぶ林と比較 してのことで

あり, アオキの業裏やスタの車本問,笹 の落葉用なとに多種類のクモがすむ豊

富とは1イエ宅地にあってはR五 なものといえよう

これらの林にもっとも使riしたのは, コクナクモ(幼体)で,成 体にな フた個

体数も多かった

そのほかに多かったのは ア サヒエビグモ ム ナ下シヒメグモ フ タオイッ

ウロウグモなどの葉吊F 業妻で針 となる虫やクモを探索する極ltlだった ま た,

業治「や枝■に付校 して, 7り を捕姓するヽジングモ類(キベ リミジンクモ、 ヤ

マ トミジングモ, カニミジンダモ, シモフリミナンクモ)も優t町していた

低木層の低い枝神1に8月 末.た 数林てはヤマンロオニクモ雌が,竹 林ではコ

カタコカネク
iモ
雌が 1頭ずつ工直 llttlを張 .サていた

このように,大 きな乖直IJ料を張るオニグモ類やコガ■グモ類などか少なく.

クモを中食するクモや, アリを専食するクモが11む:つことが、台モ宅地のクモ群

実の特徴 と思わⅢ,た

クモやアリを手食する種類は, ほとんどが ヒメグモ科に属 し,体 rょ小さく,

網や糸にあまリコストをかけない 進 rlSのための足場 も小さくてすむし.」 (の

柿獲にはlll球糸を投げかけるだけてある

住宅地には,お そらく1可網種の主要な印 となろ大形の飛翔せ|の1と虫が不 1分

写真 IV 15  第 1脚 をS,あ げては う■コ エ トリ1妊)"1中 句
わらHi現する昨卜"!モ 対lt=せ たクモriに■1使わ打ち lHよ =iイ ・
エトリtrをホ''と 呼び こ のとびt■ ,■ 睦ひとt ゥた

写真 IV 16 ヒラタグモ(雌)イト["忙 やりFなどに

域,草とよばれるrili典をつく'. 1にひそむ

なのであろ う

しか と、 fl i宅地でも壬直「1織がli立つ ところもあ→た 常 紙のマサキなどの

4iけ1 1である こ こには,乖 直IJ網を張 るヨツデゴ ミグモ ・ゴミグモ シ ロス

ジショウジョウグモ ワ キグpサ ツマノミダヤシ、不'党l l網を張るヒメグモな

どがた くさん走網 していた ゴ ミグモ以外は体 kが 5  n l H、以 卜の小形の クモ

である

また,4にけを1の共■では, ヽコ エヽ トリ〈字共iV  1 5 1やアウグその雌が最終

脱皮用のイL' (たつ く ,た う,雄 が 可オ!|した り(イコ小エ トリでは 4) j ,  アリグ

モでは 6月 ) ,つl f l jするのが観察 された

0月 下句,1本 のクリのt」り株の樹皮 ドには,技 数のアオオビハエ トリがrlt

冬用の住‖をつくっていた

家屋 屋 内のクモ 仁 卜|の外壁にはオオヒメグモやヒラタグモ(写真IVゆ ,

ジグモが巣や網をつくり,物 fIの中にはイエユウレイグそが多かった こ れら

の種は本州では, どこの家屋でも見られる種類である 石 塀のすき間にはメカ

ネヤチクモが造lF_していた

草地 芝 生のクモ 畑 に隣接 した■地からは1■ 門つ卜御社のとメフタログ

モ サ サグモ ハ ナグモ,卓 問述網性のナガコガネグモ幼体
・オニグモ幼体

地麦近 くに進網する夕ヽイイロとメグモ ,ハ ンゲソオスナキグモ
・ヒメアンナガ

グモ ・クロケシダモ, 地表付近をlJ卜lqする十ミイロカニグモ
・ウヅキヨモリグ

モが得 られた ま た,畑 地に穴を掘 ってすむハラクロヨモリグモが俳行 してい

第 2 Fl ド働1均公所)LIK 25T
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ナこ

芝生の芝草の間には小形 のサラグモ額のナニワナンキングモ ・ノつギ リとザ

グモが造科 していた 奉 先には隣接する卓地か ら出てきたノ リゲコモ リグモや

ウブキヨモ リグモゎミ伊ヤ凹していた

水回のクモ 午 問 を通 した調査では,水 印か らはかなりの クモが見つかる

例 えば伊勢原市イ易 の水口]からは 44種 が報吉 されている(池田 1992)し か し,

大和市の水倒は少な く,調 査 も冬に一度 (1991年 12月 1日 ),深 見の境川沿い

の水田て行い, イモ コモ リグモ雌 と控の正成体4 キクデイコモ リグモ幼体, コ

トガ リアカムネグモ雌雄な どを記録 しただけでぁった ち なみに,市 内各所か

ら得 られた種の うち,伊 勢原市の水田 と共通する種は 28種 だ った

調査全期間を通 じて,公 所地区か らは 120種 を記録 した そ の うち成休駈数

は 103種 だった

7睦 産 貝 類

陸と只類とはいわゆるカタ/ム リ, ナメクデの類のことで,雨 の作った後i

どに人家の石trtなどで日にする大型のものから,絡 業のⅢに潜む 2～3 minの

微小な種まであり, 全国に約 800極 ぐらいが記録 されている 神 奈川県下には

60～70種 類の陸送貝類が4i息しているともいわれているが,県 下全域にわた

る結合的な調査は行われていない

陸と買類の4i日のためには適度なれ り気のあることが大t7Jで,昼 Pnlは物像に

潜み,上 に夜活動する 乾 lRの激しい時期や冬の間は殻の入 リロに腱をはって

休眠する そ のためには豊富な倒木,本 の洞,石 組みや分厚 く積 も.,た洛業な

どのある複雑な環境 を必要 とする Fx7F産真類の産卵,幼 真の生活,餌 ,大 敵な

どその4モ態はあまり解明されていないが,移 動化力があまりないため1環 境の

急激な変化には大変弱い 森 が一度伐採 されたり,人 の劣み込みがあろと, ‐

気に減少,消 滅 して しまう場合が多い

1)陸 産員類と生息環境

1990～91年 (平成 2～3■1)にかけてスギ植林の多い公所南部の斜市i林の性に

只狼の前苺を行ったが,斜 由i林から境川にかけての地域には オ カ■ョウブカ

第2節 下tL問公所地に  259

イ, ト クサオカプ ョゥジガ イ】ナメクジ, ウラブロベッヨウ, ヒカ リギセル,

ナ ミコギセル,ニ ッポンマイマイ,エ ンスイマイマイ, ウスカワマイマイ, ミ

スジマ イマイの 10種類の陸産員類が生を自している 一 般には陸産 員類につい

てはあまり知 られておらず,10種 類 も生ふ していることは驚異的なことと思

われるむきもあろが,上 草HIPの泉のぶのように一定の良好な自然環境が揃って

いる場所では 19在【類の陸産只類が見られることに比較すると,約 半分と少な

い 四 季を通 しての調査にかかわらず。 こ の地にJ■自、する員の個体数が大変少

なく, ミズジヤイマイ, ウスカフマイマイおよひキセルガイ類を除いては生き

た真を見つけるのが難 しい 梅 雨の時期から秋にかけても幼貝の姿をほとんど

見かけないのは, この公所の本では産卵,成 長を練 り返す条件が整っていない

ものとも推測できる

公所南部で相対的に1回体数の多いのはミスジヤイマイである こ の比較的大

型の只にとっては 他 の中 ・小型のRよ りも̀ 規 模の大きな倒木 ・石k」lみなど

のある環境 とより広い生迫、エリアを必要とする力ヽ  こ の森にはそのような環境

は見られない ミ スジマイマイはもともとスギの第生したような森の中は好ま

ないようて, この只が数多く兄られたのは斜山「下の人家の周辺である そ の人

家の庭の調査は行わなかったが,庭 のⅢには農業用の納屋や生け垣,植 木や草

の戴。木や枯車の堆積などがあり, この只はそこで誕生して,そ の一部が林内

に移動 してきているのであろう ヒ カリギセルは市内各地の林に生起、している

殻高 20 mrn,殻怖 5～6mm程 度の細長い陸只であるが,公 所の森にも数多く

兄られる こ のRは 常緑村提じりの広業樹林を好み,tl木 の下や古い木の根ま

写真 IV 17 ナ ミコギセル
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それに次いでいた ま た,種 類構成 を環境別にみると(園IV 18),林ではクツ

フムンが 50%以 上を占めてもっとも優占しているのに対 し,庭 木 (生け垣を

合む)では 4分 の 3近 くをアオマツムシが占めていた ア オ
マツムシは中国原

産の帰化毘虫で樹木の樹冠部を生息地にしているが,近 年都市部を中心に箸 し

く分布を広げている種類である し かし,そ の侵入している環境には,片 寄 り

があり1街 路樹や庭木には極めて多数が見られるのに,自 然の林地では相対的

に少ない 泉 の森での調査結果も, その傾向をよく示している

また,林 では_L記の 2種 の他, カネタタキ
・セスジツユムン・ハヤシノウマ

ォイ ツ ヅレサセコオロギ ・クサキタの 5極 が記録されているのに対 し,庭 木

ではアオマツムシ・カネタタキ セ スジツユムシ ツ プレサセコオ0イ の 4種

しか見られない す なわち,後 者の 4種 は樹木が疎らな環境でも生息できるの

に対 し, クツワムシ ・夕ヽヤシノウマオイ ク サキリ(写真N30)の 3種 は進出t

が難 しいとい うことができる こ れらの 3種 は林縁部の卓を主な生活場所にし

ており,鹿 には致が少ないことが,そ のイと活を困難にしているのであろう セ

スジッ‐ムシも林縁の頭に仕活 しているが,や や生活空間が高 く,つ る植物に

よく兄られる Jiけ 垣には1 しばしばつるがからんでおり, セスジツ
ユムンの

生i活様式はそ うした条件でも生き延びられるものらしい

なお,れ 地ではクマコオ■ギとエライコオ■ギだけが,ntlでは
ェンヤコす0

5        7i       tX)Ⅲ

| |

| | |よ

| | | |
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図 lV 18 環 境'Jの lf集構成(来の森)
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ギだけが言こ録された

6真 正 クモ類

冬でも,泉 の森の樹幹の樹名板の裏には,ア リグモ・ャ′、ズフクログモ・ヤ
マトフクログモとその越冬用住層が見られた

4月 の散策道では,橋 の下にアシナガグモの幼体やメガネドヨゥグモが網を

張っているのが日立つ 大 和市ではメガネドヨゥグモの雌の成体は大きい方だ
が.河 辺を好むので,泉 の森以外では成体をあまり見かけなぃクモである

水71Jの草上には,腹 部が黒いクサグモの幼体が切縛を張っている ク サグモ

はあまり多くないので,や やは,とする ヤ サガタァシナガグその幼体やヘッ
ブロサ ラダその館の網 もある ィ ォゥィロハ ンツグモの幼体が車上 を俳徊 して

いる

囲内に作 られた流れの近 くの草地 を歩 くと,足 もとからキクブキコモ リグモ

の幼体, ラ ンチヨモ リグモの幼体,夕 リヽゲョモ リグモの幼体がた り出て くる

神奈川県ではほとんど記録のなかったクサチコモ リグモ本雄が記録 された ロ

ゼ ャ ト英 と地業の間にも, コモ リグモ類の幼体や コサラグモ類のシー ト網があ

る

5月 になると,水 源池周辺の車源ではァシナガグモの水平円縛, クサグモ幼

写真 コ▼ 3 1  妊 を捕食するデダ■ォニグモ

の地  人 家のH T卜などにない1 1料を佐る シ
ラカン林近くの電話ポックスに見ら4 1た

写写暑lV-32  カ ラスタヽエ トリ(雌)
夕,ギの葉」iなどを俳何してしヽるハ
エトリダモである
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体のF J l l l H ,  その送網部に盗み寄生のためにド候するシ・カネインウロウダモ幼

体, ヤミイロオニグモ幼体や ツ リクモ, ヨッデゴミクモ亜成体のモ直IJ細な

どが地|〉4ろ  樹 幹には樹皮そっくりの色模様をしたキハダエビグその雌 と雄

が静上していた

水辺の地表をタテヤマテナガグその妊やヒノマルコモリグモの睦雄が徘徊 し

ていた

シラカンの英PH5には, シrtjスジショゥジョゥグモの円網がある 夜 になると

業裏て活動するとヽすボシヒメクモが日立つ

来の森には多様な環境があるが,森 林にlluまれた水辺の意義が大きヽヽ 来 の

森全体で記録 されたクモの覆数は 102種で,大 汗出市 172種中の 59%を どiめた

1)シ ラカシ林のクモ

泉の本のシラカシ林rま,公 所地区の圧軟林や私の散歩道わきのテラカン林と

比べてlt棋が大 きい そ のため,記 録極教は公所の斜市i林やシラカシ林とFallty

の 62種だか,成 体極数は 42種 とやゃ多く, クモの多様庄指数も低木層 (6,1)

で 71,■ 本層で 79と 大きか った

調査区の研集 を重拒度による類似度指数 (森ドに明が提案 し、木,じ新作が1タ

正 した)を用いて比較 した デ ータは 6月 の低木層を用いて,幼 体 も合めて算

出した 部 集の種構成や割合が共通の場合は類4Lk度が 1,共 通性がない場合は

0と なる そ の結米,泉 の森のシラカシ林と公Pnの屋敷林の類似度は 080,来

の森 と公所の桜の散歩道のシラカシ林では050と なった つ まり,同 じシラ

カシ林でも泉のぶのそれは屋敷林 と似ていた 主 な類似点は最優占種がコクサ

グモ,次 いで2、ナボシヒメグモ, フタオイソウウゥグモ, アサヒエビグモが多

いこと, コジャ′(ラハエ トリやデーニッツハユ トリが実 上を俳イ回していること

である た だし,昼 敷林と異なり, ミジングモ類は優占していなかった

優占種の季節による変通の様子(図IV Oは ,公 所の斜面林の図 IV llから

ムナアカアクログモを除いて, フタオイソウロゥグモを力]えたようなものであ

る 図 IV 19中 の種以外で本区に特徴的な種をあげてみよう

カネコトタテグモ 5月 初旬に落 し穴 トラップで,姓 が記録された 他 に本

種が記録 されたのは公所の斜ri林のみであった 岸 地に両開きの扉をつける地

中性のクモで,平 地にはいない 丘 陵地や山地に仕追する

第 3節  Ji Ⅲ削1来の森地区
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'ラ カ '林 のクモの変速 (1993年5～10月)

本区のみで記録された種  フ タカイツウ・ウグモに近様のツ′ナガイソウ■

ゥグモ,飛 行分散力の大きいヤホシサヤヒメグモ,上 壌性のイマダテテングヌ

カグそ`枝 Lつ柳1性のジャバラ/ エヽ トリ

本区と野鳥の森で記録された種  5月 初句に落 し穴 トラップでとれたフタエ

ツノヌカグモ姓, フジイコモリグモ雄

2)ク ヌギ林 ヨ ナラ林のクモ

泉の森のクヌギ林およびコすラ林は,朴 内に低木が少ないことで特徴づけら

れる 人 の背の高さぐらいのところにはとんど枝業がない 林 内は開放的で明

らく,比 較的乾操している そ こで,孤 立 し点在するツパキやッゲの木の業や

技に, 多くの種類のクモが集中する 比 較的クモの種数は多いが,種 ごとの個

体数は少ない ク その多様度指数は,6月 の低木層でクヌギ林 64, コナラ林

55,■ 本膚でクヌギ林 25, コナラ林 64だ った

毎月の変選を示す凶 IV 20に も低木層の貧弱さが表れている 5月 に業上で

比られるのはムナボシヒメグモ, コクサグモ(幼体), アナヒエビグモ(幼体).
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アリグモ(幼体),サ ッマノミダマン(幼体)だが, これらは大和市ではどの林に

も分布する種類であって,本 区に特徴的な種類ではない

6月 になるとマント状に草本が発達する場所があり,そ こにキヒメグモと,

ワキグ'サ ツマ /ミ ダマシ幼体が集中したことが特記される キ ヒメグモは 5

月と8月 の 2回 の繁殖期があるようだ

7月 には常緑樹の葉PH5にヒメグモが見られた ヒ メグモはどの林でも普通的

に見られる小形種で,県 下での生活史が比較的よくわかっている 毎 年 9月 の

中頃に分散する_葉 豪で越冬 した幼体は,4月 Ⅲ句から葉裏に小さな不規Rじ網

をつ くって虫を捕獲する 虫 を捕食すると不規則網の下にシー ト部をつ くれる

ようになる シ ー ト部のおかげで鈴獲効率が_Lがって締食量が増え,脱 皮が可

能になる 5～ 6月 のほとんど日立たない時期がヒメグモの成長期である 7月

初句に先に成体になった雄は雌の網に同居 して,雌 が最終lfL皮を終えたlrt後に

交尾する ど の種 もこのくらいJi活史がわかればいいのだが

クヌギ林 とコナラ林は隣 り合っているので, クモ相ははたものだったが、 コ

ナラ林内にはマント鮮ながなく、 キ とメグモなどの集中が観察されなかった
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本区のみの記録種は,1本 の針悼:な粘糸を張 るツタネグモと地表俳御性のナ

ミトンビグモ(ワシグモ科)の 2種 だけだった

7陸 産 貝 類

1)活 在する良好な自然環境

上草柳にある泉の森は引地川の水源地である 泉 の森には広がうのある森林

があり,海 き水と湿地帯がある 樹 木もシラカシ, クヌギやコナラ,植 林され

たスギなど変化に富み, 土地の起伏 も按雑である ま た,か つては農家の散在

する集落であったが, もともと人里は動植物相の豊かな場所であり,酵 産貝類

についても同様である

今|」の調査でその生追が確かめられた勝た R類 は 19種類であり。それらが

生旭、していた場所を簡部に付:じすると次のとおうである

:海業の多いクヌキ林の根のまわり

'コナラ沈 じうのスギ林にあるい1みの落策の中

:スキ況じ,の クアイ林の分厚い落葉の中

:オlfれた人いスイのt41本の 卜やクヌギの沖1

:革の繁成するクスギ林のtl木やTfの下

l o  l !

2、シオイガイ
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6真 正 クモ 類

野鳥の森は市街地の中心にあるとは思えないはど,里 山の景観を持った場所

である 特 に流れにそったハンノキ ・コナラ・クヌギなどの落葉樹林は,心 な

ごむ風景 となっている 夏 の夕方, クワガタや トンポをとりに来た少年たちに

も会った 戦 前は周囲は松林で,林 内のカヤ刈 りや伐採,薪 ひろいや落業かき

もやっていたとぃ う

野烏の森調査区におけるクその調査は,北 側の入 LIから入って 50mほ ど進

んだ地点で,上 手の斜面 に部から道を経て流水のある湿地までを直線で結び幅

20mの 範四で行 った 規 被は小 さいながらもタモの多様度指数は低木膚で

115、■本悟で 110と,調 査した森林中では高い1とを示した 成 体種数も最高

の 55種で,記 録種数も75種 と最高だった こ れに朴内の湿地や湿仕事原から

の言B録を加えると,野 烏の森全体で,成 体種数は 70種,記 録種数は 92種 とな

った な お, ヒ′キ植林部の調査は行わなかった

このようなFjlい多様度 となった要因としては,(1)斜面上部の乾燥地から卜の

流水まで,乾 ―湿の勾配ができており, 多様な環境が用意されていること,0

低木階がよく繁 ってぃることや草本博に変化がいることなど,辻 紺性極にとっ

て好適な空間がつ くりだされていること,(3)落業が堂官で, しかも人の子が入

6)1

|!:!!と|;1':
!1革|:ぢ:!/

に

小

町

■

本

町

十夕 '■′スタi

ョ ン子ゴ iケモ

イタアヽ りⅢイクモ
′け々■とアクモ

キ1 = /メモ
ヽ !ブロ寸ラ '「i

キう' ,口 l i  モ

|

図 】V25

夕2は 11( 匝コ よIJ,、

LttP]片 鳥の森て「)クモ分変途く1993年 5へ 10月)
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っておらず,地 麦や落柴屑に41活するクモにとっても好適な空間となっている

こと, な どがあげられろ

本調査区における毎月のクモの変違を示した瞬 IV 25か らも,他 の調査区

と比べて少数種による独占傾向が低いことが見てとれる 例 えばコクサグモの

年間結個体数は,3調 査区の全 9調 査地点中,泉 の森クヌギ林に次いで ドから

2番 日と低かった し かし,野 鳥の森では成体が 3頭 記録されたから, コクサ

ダモにとって悪ぃ環境 とい うわけではないと思われた

さらに本区の特徴として,低 木層と草本層の市j方に11現する種も多かった

公所の斜爾林は 6種 ,泉 の森クヌギ林は 4極 .泉 の森シラカシ林は 8極 だった

が,本 区は 11種 だった こ のことは低木膚 と■本層に切れ日がないことを示

していた

1)野 鳥の森のクモの季節的変遷

5月 の地表付近にはツリガネヒ/グ モが1抄17を釣鎌状に4rめた住'1を中央に

吊した不規lll網をつくった 本 の叔元にはヘリジロサラグモがシ
ート網を張 り,

事本F]や穫木の枝の間にはアシナガグモ幼体やヨツデゴミダモが細を強った

アシナガグモ科のクモは泣地を好む傾い〕があり,6月 にはキラランロカネグ

モが多くなった 学 本眉にキとメグモやカタイヽ 'ウ ズグモが増えだす 7月 に

は, キ ラランロカネグモは成体になる ヘ リジロサラグモ幼体やフクログモの

幼体が算本屑に多く見られる

ムナ下シヒメグモの産卵のピークはおそらく8月 だろう ヨ ツデゴミグモ ・

オオシPカ ネグモ ヤ サガタアシナガグモの出のう時期のビークも8月 下句 と

思われる 8月 の末には, コ クナクモが成熟 し始める 10月 にはほとんどのク

モが産卵を終えて,出 のうした幼体が越冬の準備を始める 樹 皮に産みつけら

れたジョロウグモの卵のうでは,ふ 化は翌年の 6月 になる

2)野 鳥の森のクモと他の調査区のクモの比較

野鳥の森で言じ録された 91種 を,他 の調査区での出現状況で,5ラ ンクに分

類 した lallB)lc)ランクの種は, も っとも極数の少なかった来の森のクヌギ

ヨナラ林では見られなかった

四野鳥の森 1医 だけで記録された種f18種 ■2種 1
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低本膚 (7種 ):キ ザハ シオニクモ,水 rJ網 のヤサガタアシナガグモ,不

規Rけ網 の コンピラヒメグモ ‐オオツ リガキヒメグモ, ア リ専食のタロミ

ジングモ, クモ専資のアオクLtセンラョゥグモ, 策 Lを俳徊するヨモギ

フクログモ

地支層 (11種 ):俳 徊性種 (十マンヽ リゲ■モ リグモ, コガタヨモ リグモ エ

ビチャコモ リグモ, シボグモ(写真IV 47), ヨダンフヽエ トリ)1小 形のサ

ラグモ類 (コテングヌカ グモ,ハ ラジロムナキグモ, ナニ ワナンキング

モ, デーニ /ツ サラグモ, コ トガ リアカムネグモ)′ コギ リヒザグモ)

このほかにurF烏のぶ と英の森の水迎て記螺 された種にど ンチコモ リグモ,

ヒノマル コモ リグモがある

(BI野烏の森 とその他,2調 査地点で言じ録 された種 (ただ し,央 の森 の クヌ

ギ コ ナラ林ては見t)れなか った)「8顧 |

“【本層 (3種 ):ク モ車食のツノ,ガ イツウロウグモ ヤ リグモ,栄 ■俳御

性の トビイ■フクログモ

ヽ本膚 (〕種):チ ビアカサラダモ

写真 IV-47 卵 のうをする
ラ下ダモ(1雄)

写真 IV 48 ヮカ′`クモの父尼 ネ でF

Iブドがったよはで交ltする
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地表層 (4種):フ タエツノヌカグモ(小形のナラグモ科),夕 リヽゲヨモ リグ

モ, イナダ′ヽ リゲコモ リグモ, キ レオビウラシヤグモ

lC‐l野鳥の森 とその他,3調 査地点以上で記録 された種 (ただ し,泉 の森の ク

ヌギ ・ヨナラ林では見 られなかった)〔13種〕

低木層 (10種):不 規買」紳 をもつユウレイグモ ・カニ ミジングモ ・バ ラギ

ヒメグモ,水 平円紺のオオンロカネグモ,棚 網 を張 るクサグモ ・ヤマヤ

チグモ,樹 葉 を徘御するハエ トリグモ類 (ネヨハエ トリ,マ ミジロタヽエ

トリ, ヤサア リグモ, チャイ■アサ と夕ヽエ トリ)

地表層 (3種):地 表にシー ト網 を張 る/ タヽケグモ,落 茉層 を俳御するイタ

チグモ ォ トとメグモ

0ど の調査区で も記録 された種 〔36種 ■1種 〕

採集 されなか った調査地点が若千 あるが,調 査区でみると,野 鳥のぶ詞

益区,央 のぶ調査区(jラ カシ林地点 ク ヌギ ヨ ナラ林地点).公 所調査

区のどの調査区でも記録 された種

低木層 (26種):条 網のマネキグモ,す オ ヒメグモ ク モ専食のオナガグ

モ セ レショウタモ4 フ タオ イ アウロウグモ` ミジングモ類くシモフリ

ミジン々モ、ヤマ トミジングモ, コァカクロミジングモ),垂 在 」網 を

張るコガタコガネグモ ・ゴミグモ サ ツマノミダマシ ワ キグ■サツマ

′ミタマシ カ ラフ トオニグモ,水 平 り網栂 (アシチガグモ, キララン

■カネグモ), ジョロウグモ, 樹 llを俳作qす るノ、ナアカフクログモ ネ

コグモ, ヵニグモ類 (セマル トラフカニグモ, ワカ′ヾ グモ(写真 IV 48)、

アズチグモ, ヨフヽすグモ),準 ‖ヽか ら業 Lを徘イ回するササダモ ・イオウ

イロ ヽシリグモ, ハエ トリグモ類 (ァリグモ, ヒメカラスハエ トリ)

車本膚 (6種):カ タタヽ リウズグモ,草 間に不規則網 を張るツ リガネヒメグ

モ キ Jと メグモ ・キヒメグモ, Hl綱を張 るヘ リジロサラクモ ,タ テヤ

マテナガグモ

地表肩 (4種):小 形のハイイロヒメグモ ・ツノケングモ ・ゴカ クケシグモ,

地表か ら草間をつ抑 iするシャコグモ

このほかにフデイコモ リグモの記録は,野 鳥のぶ と泉の森 クヌギ林の 2地

点Rのみたが, このランクに入れてお く

(EIどの調査地点で も記録 された種〔14種〕
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すべての調査地点で記録 された種 央 の森の隣接 した クメギ ヨ ナラ林は

ひとつの調査地点 として扱 った 環 境のちがいによる影響 を受けに くい極

と考えられ る た だし,地 表俳和性では,陽 地でな く,林 床で生忠できる

種

低木層 (12種 ):ム ナボシヒメグモ・ ヤ マ トカチエ クモ, コ クサグモ, コ

ンロカネグモ, ヨッデゴミグモ, アサ ヒエ ビグモ, カ グヤ ヒメグモ, ヒ

メグモ, ゥ ロコァシナガグモ, デ ーニ ッツハエ トリ, コ ジ ャ′ヾラハエ ト

リ

地表層 ( 2種) iゥ ランマグモ,  ヤミイ■力‐グモ

3)野 鳥の森から大和市を見る

環境要因 とクモに関する私たちの理解は, まだ不完全であることは言ってお

かなければならない し たがって, 大和市において LtjBのような結米をもたら

した要因をじゅうぶん把粧 してぃるわけではなく,特 に個々の種について兄た

ときには,偶 左や採集もれのような人為的な要因があるように思われる と か

し,的 から(Dの ランクには奈林内の水辺の環境が大きくかかわっているとllr側

している

市史調査のまとylを通して, クモの場合は大和1市全lPxで得た 172種を見波す

よりも,林 内に もっとも多様な環境 を持つ野烏の森の 92極 を基準にして比た

方が,前 述の人本的な要因を成らして,大 和市の現なから)将来にわたる自然を

とらえることができるように感じた

クモの多様 さと適応力の大きさからいえば,市 民にとって,今 後もクモが身

近な生き物であ り続けることは間違いない し かし,将 来lAlランクのクモが絶

成 して1( Dラ ンクのクモばかうになる,さ らに(E lランクのクモも減っていくこ

とにならないように, 自然を保全 していきたいものである

7陸 産 貝 類

1)手 の加わっていない自然公国

L和‖1地域は, かつては市内の境川流域としては最も広い水IRが問け,tl浜

市側からは相沢川が流れ込み,大 和市側からは上和〕ⅢⅢ川やrr鳥の森の谷戸川が
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合流 している自然はかな場所である L和 ‖野鳥の様には,か つては谷戸出が

あったが現在はなく,あ き水と湿地, クメギとコナラの広業樹とスギなどの針

英樹の林が残された 湧 き水は年を通 じてぬれることがなく,水 草のある規地

の自然状態が良好で貴まな場所であるが,林 の周囲には住宅が追 り,周 囲の緑

地からは孤立した林 となっている

今回の調査では 11種類の陸産真類の11Bが 確認された サ ドヤマ トガイ,

ヒカリギセル, ォカチョウメガイ, トクサオカチョウジガイ, パツラマイマイ.

カサイビ, ヒメベッコウ, ニッボンマイマイ, エンスイマイマイ, ミスジヤイ

ヤイ、 こ ダ,十 キマイマ イでた】る li和 「」町烏の点は,央 の森に比べると大変

規模の小さい森である力ヽ  Ll然 な道が111央を貫いているだけで,管 理の手や人

の踏み込みが少ないのが特徴である 小 規使ながら 11種の貝類が生壇、し,個

体数も多いのは,か つてのはかな出然の貯金であると考えられるとともに,人

の手力(あまり力いえらイiて こなか ,た ことθ)と1床も大 きヽ ヽ

2)小 規模だが密度の高い自然度

この林には,他 の調査i也にはいなか .,たサトヤマトカイがliサよしている 技

ヽが約 5ァ11lnのこの小 さな,(は ム ラオイガイなどと同 じように殻 はに塩を

1↓っており,倒 /1くの 卜などにすむ材t始的■サtでな,ろ ま た、 と カリギセル(写

真IV 49)の個体が多い 湧 き水の近 くのクヌギ林には落英や倒木もあるが,放

備されたゴミゼゥ多く。 と カリギt■ が仕 0し ているのは,林 床のダンポールや

古タイヤの ドである こ こにはヒカリギセルの幼只かたくさん見られ4孵 イしし

写真 IV 49 倒 木の ドで越冬するヒカリギセル
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スイMtt Cryptじ ineria jap()nica Forest

モウソウチ 々林  P h y l l o s t a c h y s  p u b e s C C n s  f o r e s t

4無 脊 椎 動 物

41陸 産 貝類

◇隆たit頌の分類と学名は1「原色 日本陸産蚊類図鑑J(東に妹,1982保 育組)

によった

◆科の中の配tlは学名のアルファベットllRとした

収  足  綱  GASTROPODA

ヤマタニシ科  C y c l o P h o r i d a c

サ ド  ヽマ トカイ              JapOnta sadoer】 、も

ムシオイガイ科  A , c a e i d a e

ムシオイガイ             Chamalycaeus DippOnensis

1 9 9 2 7 2 3 ! 1和 luFi烏の森 実飯原一郎採柴

ゴマガイ科  Dipl o m m a t i n i d a c

ヒタリヤキすマガイ     P a l a i n a ( C y t i r i d r c P a l a i n a ) p u s i l l a

ケ シガイ科 Cary c h i i d a e

二Ⅲ、ンケシガイ             Carychtum nipponensC

キセルガイ科 Ciau s i l i i d a c

ナ ミコイセ 71             E、 lphacdusa tau

1 9 9 3 6 7公 所 票飯原
一
郎様集

ヒカ リギセル              Zaptychopsis buschi

オカクチキレガイ科  S u b J h n i d a c

オカチョウジガイ          Al崎 peas ctavulinum kyctoでnsc

コウラナメクジ科 L i l n a c i d a c

チャヨウラナノクジ       Limax(Lehnannia)marginatus

ベッコウマイマイ科 H e l i c a r i o■i d a c

と メペ ッコウガ イ Dtscocontllus sinapidtun

1993723上 和口野鳥の奈 乗飯原一郎採集

4無 者権動物  419

ナメ タデ

ヤヤ ナメクジ

lncilaria bilincata

lncilariをfruhstorreri

Trochochiamys erenulata

Trochochlamys subcreDulata

Urazirochiamys doenitzti

ナンバンマイマイ科 C a m a e n i d a c

ビ0 -ド マイマイ嵐の一種  N i p r ) O I l o c h l o r i t i s  s p

ニ ッボ チマイマイ

カサ キ ビ

ヒメカサ キ ビ

ウ'ジ ロベ ッヨウ

ウスカ ワマイマ イ

オオ ケマイヤイ

オナ ジマイマイ

ミスジイイマ イ

ヒタ リマキマイマイ

エ ンスイャイマイ

Satsuma japonica

オナンマイマイ科  Br8dybaenidae

Acusta despecta sicboldiana

Acgista(Plectotropis)vulgivaga

Brad)baena sirnilaris

Euhadra peliomph413

Euhadla quaesita

Trishoplita conoSptra

トクサ オカチ ョウジタ イ

ホソオカチ ョウジガ イ

Allopeas javanicurI、

ブヽllopeas pyrgula

．、
■
ｌ
ｔ
ｌ
！
「「■
■
…
≡
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ｉ
■
ず
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ゃ
「
‐
１
■
■
　
　
　
　
　
　
…
…
　
■
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4 2真 正 ク モ 類

◇真tiクモ類の分類と科の配列は,「日本産クモ類目鎌J(八木沼健夫,1995

保育社)によった

◆■名は 「神奈川県産クモ葱H鎌 J(熊田憲一 ‐池田博明 ‐谷川明男,1995 KI

SIIIDAIA(68)東京蜘妹談話会)によった

◆科の中の配″」は学名のアルフラペット想とした

ク モ  ロ  ARANEAE

カネコ トタテグモ科 A n t r o d i a e t i d a c

カキつ トタテグモ      A n t r o d i a c t u s  r o r e t z i ( L  K o c h、1 8 7 8 )

シグモ科 A l y  p i d a e

ジグモ               Atypus karschi Donitz 1887

パツラマイマイ科  D i s c i d a e

′ヤ/ラ マイマ イ             Discus pauPcr

ナメクジ科  P h】I o n l y c i dュe
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タラナガと,ガ タダモ    M o n e a t a  cを udif e r ( B o s  e t  S t r  1 9 0 6 )

′ヽ ラダカ|ツクネグモ         PhOrOncidia altiventris Yoshida,1985

ツクネグモ         P h O r O n c i dあ p i l u l a ( K a r s c h , 1 8 7 9 )

″ヽ ンタツオスナキグモ       Steatoda cavernicola(Bos et Str,1906)

スネグロオチンヽ ヒメグモ   S t e m m o p s  n i p p O n i c u s  Y a g i n u r n a , 1 9 6 9

″`ライ ヒメグi          Theridion chikunij Yaginuma)1960

ムナボシヒメダモ          Theridion steininotatum Bos et Str,1906

ヨケ ヒメグモ              Theridion subadultum Bos et Str.1906

″ヽ イ イ 。 セメ グモ           Theridion subparコ ens Bos ct Str 1996

セ ンショウグモ科  Mime t i d a e

アオ グ■tン ショウグモ    Ero cambridgei K口 lcz 1911

セ ンショウグモ       E r o  j a p o n t c a  B o s  e t  S t r  1 9 0 6

サラグモ科  L i n y p h i l d a c

ハ グ モ科  Di c t y R i d a c

カ レハ グモ

ウズ グモ科  Ul oし or l d a c

マ ネ キグモ

カ タム リウズ グモ

タマ ゴグモ科  Oo■ o, i d a c

アカハ ネ グモ

ユ ウ レイグモ科  Ph o l c i d a c

ユ ウ レイグモ

イエユ ウ レイグモ

ヒメグモ科  Th e r i d i i d a e

ッ リザイ ヒメ クモ

キ ヒメグモ

カ グヤ ヒメグモ

Lメ グモ

ヨ ン ピヲヒメ グモ

キ ■ ヒ メグモ

オオ ツ リガネ ヒメダモ

オオ ヒメグモ

ンDカ キイツウ ,ウ グモ

オナ ガ グモ

フ タオ イソウ●ウ グモ

ツノ ナガ イツウ pウ ダモ

ヤ リグモ

ヤホ テサヤ ヒメ グモ

' rカラ ミブンダモ

キベ リミジンクモ

ヤマ トミジングモ

カ ニ ミジンダそ

コアカ クロ ミジ ングモ

ク Pミ ジ ングモ

シモ フ リミジ 】グモ

カ レハ ヒメグモ

ヒンガ ,グ モ

ム ラ クモ ヒシガ タグモ

Lat h y s  h u m l l i S ( B ! a c k w a■)1 8 5 5 )

4ヽiagrammopes orientalis B6S Ct StrⅢ  1906

0ctonoし a sybotides(BcS et str 1906)

Orchestina sanguirlea Ot,1955

Pholcus cryptiCOte■ 5 8os et Str 1906

Pholcus phalangioides(Fuesslin.1775)

Achacaranea ansulithorax く BoS et Str 1906,

Achaearanea aSiatic■  (Bos ct StrⅢ 1906)

Achaearanca Culiciv()la(B。 、 et StrⅢ 1906)

Achacaranea)apolliCJ(Bて 、ヽ ct Str 1996)

tchacaranca kOrI、 Pircnsis(Bos ot Str. 1906)

Achacaranea OCuⅢ Ⅲprominビ ntis(S Sait●  1939)

Achacaranca tabul“ ta Lcvi 1980

Achacaranca tepidariorun (C Koch,1841)

A r g y r ( ) d e s  b o n a d c a ( K a r、ci l  1 8 8 1 )

Argyrodes CylindrogastCr(Simon lぶ 88,

Argyrodes fur BOs et Str 1906

ArgyrodeS nipponiclls Kunnd:1 1900

Argyrodcs saganus(Don et Str 1906)

Coに osoma OCtOnaculalum (Bos et Str 1906)

Dipoeng castrata Bos ct S[r 1906

Dipoena navomarginata Bos ct Str 1906

Dipoei〕a japOnica(Yoshida 1985)

D i p o合na  m u s tで“I】a( S i m o n  1 8 8 8 )

DiPoena nutilata Bos et Str 1906

DipoeI〕a okurFlaC Yoshida 1988

Dipoena punctisparsa Vと Rinur■ょ 1967

Enoplognatha transversifoveata Bos ct Stri 1906

Episinus arrlnis(Dos et Str 】906)

Epistllus nubilus Ytlginuria 1960

' テ ヤマチナガ グモ

″ヽ ラジ 0ム ナキクモ

デ ~ニ ンツサ ラクモ

′コギ リとす グモ

ナニ ワケ ンキングモ

ニ七アカム ネグモ

ヘ リジいサ ラグモ

クr Hケラダモ

ゴカ クケシグモ

ツ ノケ ングモ

チ ビアカサ ラグモ

イマ ダテテ ングヌカ ダモ

ア リマネ ″モ

ヨ トガ リアカムネ グモ

フタエ ツフヌカグモ

テ ング =カ グモ

コテ ンダ xカ グモ

ヒラタグモ科 Urocteidac

ヒラタタモ

ヨガネグモ科  Arancidac

ツヽ リダモ

キザ ハ ウオニダモ

Btathyphantes tateyamacnsis(Oi 1960)

Diplocepl〕aloides saganus(Bos et strぅ 1906)

I)。enitzius peniculus 01,1960

'rigODe promincns Bos et Str 1996

Erigollidiurit nantwaで■se Oi 1960

GnathoDartun cxiccatum (Bos et Str,1906)

1フil〕yPhia oidedicata(Hcisdillgen、 1969)

4ヽeioncta nigra Oi,19611

イヽeioncta p●ntagona Oi 1960

M●Ⅲonct a  p r o j e c t a  O i  1 9 6 0

Nematogilt4S Sanguinolentus(ヽ Valckenaer 1837)

O i a  i m a d a t o l ( O i  1 9 6り

SOleDysa nel10tleei SimoD 1894

U n l m c■ata a n g u h t u b e r i s ( O i  1 9 6 0 )

VヽalckeDaCria kcikoae H Saito 1988

warkenaerig illrを (Ot,196の

Vヽalckenaeria vulgaris(Ot,1960)

【Jrocteaで o〔HPactilSS L Koch.1878

Acusilas coccineus Simon, 1895

Araneus abscissus(氏arsch,1879)
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オニ グモ           A r a n c u s  v e n t r i c o s u s ( L  К o c h , 1 8 7 8 )

ナ ガコガネ グモ           AretOpe bruenntchH(ScoPoll、 1772)

ヨガタコガネグモ       A r g i o p e  m i n u t a  K a r s c h , 1 8 7 9

ヤ千 トカすエダモ         Choお zop●5。 lpponicus yaginuna、 1913

ギ ンメ ッキ才 ミグモ        CyciOsa argentecalba Bos et Str,1906

f マ プ ミグモ        C y c 1 0 s a  1 1 1 0 n t i C o l a  B o s  c t  S t r  1 9 0 6

す ミグモ              C y c 1 0 s a  o c t o b c r c u a t a  K a r s c b , 1 8 7 9

ヨツデ す ミ グ モ             t‐ yclosa sedeculata Karsch 1879

ジ Ⅲスジシ ョゥジ ョウ グモ   HypsOsll183 Sansuinea(C Koch i344)

コガネ グモ ダャ ン      L a l i n i a  a r g i o p i r o r m i s ( B o s  e t  S t ,  1 9 0 6 )

ドヨウ十二グモ            Neて )Sでona a01をnta(ヽValCXl,a●r 〕802)

ワキ グロサ ツヤ ノ ミダマン  N e o s c o n a  r l l c l l o t t e e i ( S i n O n  1 8 9 5 )

ヨダチ ャオニ ダモ        N e O S C o n 3  p u n C t i = e r a ( D o l c s c h a l l、 18 5 7 )

ヤ マン ,オ ‐ グモ       N e o s c o n 3  S C y l l a ( K a r s c h  1 8 7 9 )

サ ツマ ノミダマ シ      N c o s c o n e  S C y l l o i d e s ( B o s  e t  S i rⅢ  1 9 0 6 )

ズ ダ ,オ ニ グモ        Y  a g i【 、1l  mねsi a ( S t r a n d  1 9 0 6 )

カ ラフ トオニグモ       Z i l l a  s a c h a l i n e n s i s ( S  S a i t。 ,1 9 3 4 )

ア シナガグモ科  Tc t r a g n aい id a c

ヒメアシナガグモ         DyschirioEDatha tenera(Karsch 1879)

オオ = 。力弁ダ=         Leucau=c magninca Ya=市 uma 1954

ヨ ン ,力 本イモ            Leucauど c subblanda BoFS Ct Str 1906

キ ラランロカネグモ        LeucauFhre subge,Ililea Bos et Str 1906

メ ガ 4ド ヨウクモ         Metieucauge ytinohanlerisi、 (Bos et Strl 1906)

ジ ョ■ゥダモ             Nephila ciavata L Koch 1878

ヤ サガタアシナガ グモ

ア ンナググモ

ウ■ヨアジナガ グモ

タナグモ科  A g e l e n i d a c

クサ ダモ

コタサ グモ

ヤマヤチダモ

AraneuS nlitjncus(sinon 1886)

Araneus pentagranlnicus(Karscll 1879)

ArancuS semtiunaris(Karsch 1879)

Araneus sp

Tctrarnathe naxillosa Tllore】 〕〕895

Tetragnatha praedonia l_ Koch 1878

Tetragnatha squ3mata Karsch,1879

Agelena lilnbata Thorcll卜 1879

Agcletla oputent“ L Koch 1878

Coclotes cOrasidcs(Bos ct Str 1906)

4無 脊椎動物

メガキヤチグモ       Coe10tes luctuosus L Koch 1878

ハタケグモ科 IIahniidュe

/ タヽケグモ               1lahnta corticicola BOs ct St「  1906

ササグモ科 O x y o P i d a e

ササ グモ          O x y O p e s  s e r t a t u s  L  K o c h、 1 8 7 8

コモ リグモ科  L y c o s i d a c

Arctosa cbicha Yaginuna,1960

Arctosa rujib Tanaka 1985

Arctosa japOnica(SimOn.1888)

11)grolycosa umidicola Tanaka,1978

LycOsa coclestis L Koch 1878

Pardosa agraria Tanaka 1985

Pardosa a、trigera L Koch 1878

Pardosa brcvivulva Tanaka,1975

r)ardOsa g,alllinea Tanaka 1985

Pardosa pseudOannulata(Bos et Str,1906)

Pardosa laura Karsch 1879

Pirata ciercki(Dos et StrⅢ 1906)

Pirata tanakai Brignoli.1983

Dolomedes sIIIfreus L Koch 1878

Chiracantilium eutittha Bos et Str 1906

Chiracanthium japonicurn Bos ct Str.1906

Chiracanthium unicum Bos et Str 1906

ClubiOna japonica L Koch)1878

Ctubiona jtponicota(Bos et sti, 1996)

Ctubiona jucunda(Karsch,1879)

C!口biona kurilensis Bos ct Str 19116

Clubiona tena Bos et Str.1906

Cillbiona ncglectoides Bos et Str 1906

Ctub10na rostrata Palk,1985

Ctubicna rigil Karsch,1879

1とdtsina pratiぐolを てBos ti Sti 19116)

Orthobula crucirera BOs ct Str 1906

とデョオニグモ

アオオニグモ

マル1 /メオニグモ

ヤ ミイ,オ ニグモの一種

エ ビチ iコ モ リダモ

フジイ ヨモ リグモ

ヒノマル ヨモ Jダ モ

シ ッチ コモ リダモ

ハ ラ クロヨモ リグモ

イナ ル ヽリゲ 'モ リグモ

ウ イキ ョモ Ⅲタモ

ヤマタ リゲ ヨ～ けダモ

クサ チ ョモ リダモ

キ ク アキヨモ ,グ モ

ハ リゲ ヨモ リグモ

クラー クヨモ リクモ

コガ タヨモ リクモ

キ シダグモ科  P t s a u r i d a c

イオ ウイ ,ハ ナ リダモ

フク ログモ科  C】u b j o n i d a c

ア ンナガコマ チグモ

カバ キ コヤチ グモ

ヤサ コマチ クモ

ヤマ トフクログモ

/ すヽ キ フタ ,タ モ

ヤハ ズフクロタモ

ヒメ ラ タログモ

トどイロフク。グモ

ヨモギ フク■クモ

マ イ コフクロ ,モ

ムチアカラク,ダ モ

イ タチダモ

オ トにメグモ

ｔ
ｔ
，慧
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キ レオ どゥ,シ マ グモ

コムラウランマ グモ

ク ラシヤグモ

ヤパ ネ ウラシマ グモ

ネヨグモ

イツツグモ科

イツ ツグモ

Phrur。lithus corcanus Palk 1991

Phrur()lithus komurai Yagilluna 1952

Phru:Ⅲ。1lthus ntpponicus Kishida 1914

PhrurlJlithus pcnnatus Vaginu■ 13,1969

Trachelas japonicus Bos et Strl 1906

マ ミジ ■ハ =ト リ

ウデ ブ トタヽ エ トリ

キ じフ″ヽエ トリ

ヨジャパ ラハユ トリ

エキ スハ エ トリ

ヤ ^ズ ハ =ト リ

ヨダ ンタヽ エ トリ

タイ リクア ツグモ

ヤサ ア リグモ

ア ツグモ

チ 、イ ■アサ ヒ エ トリ

デ ーニ ンッハ エ トリ

ミス ジハ エ トリ

カラスハエ トリ

ヒメカ ラスハエ トリ

アオオ ビ″ヽ エ トリ

AIlyphacnldae

ｉ
　
ｔ

一
一
　
！　
≡
　
！
　
　
≡≡
！
，　
■
一
一一■
■

　

一　
　
≡
■
“
　
一
一
一

≡
≡
≡

≡
…
…

―
ｌ
ｉ

ｆ

ｌ
ｆ
ｌ

■
，
！■
】■
一ｉ
ｔ
十
■
■
程
〓
ｆ
‥
。　

．

4無 奇椎動物  426

E v a r c h a  a l b a r i a ( L  K o c h i  1 8 7 8 )

卜larnlocuirDS braChiatus(Thorell 1877)

Harmoct.irus pulltas Bos et Str 1906

H e l i c i u s  c y lⅢldra t u s ( K a r s c h , 1 8 7 9 )

Laureia aeneus Simon,1888

lヽarpissa elongata (Karsch,1879)

Marpissa pulia(Karsch,1879)

Myrmarachne formicaria(De Ceer,1778)

Myrmarachne innermichclis Bos et Str 1906

Myrmarachne japonica(Karsch 1879)

Phintella abnormis(Bos c(Str,1906)

Ptexippoides doenitzi(Karsch,1879)

Plexippus setipcs Karsch 1879

Rheric atttta rKarsch`1879〉

Rhene sP

Silelclla vtitata (Karsch,1879)

4 3毘 虫 類

ワングモ科 Gnaphosidae

ナ ミトンビグモ

ク■チャケム リグモ

ンポグモ科 Ctexlldac

シボグモ

Anypahena pu=1l Karsch 1870

1lerpyllus anatolicus Kamura,1989

Zelotes asiaticus(BOs ct Stri 1906)

Anahita Fauna Karsch,1879

アンダカグモ料  H c t e r o P o d i d a e

,ア ラ ダ カグモ            1lcicroβ odaお rcipata(Karschl 1881)

カニグモ科  Th o m i s i d■ ●

キハ ダカニ グモ

コカニ クモ

'ハ ナ クモ

アマイエ ビスグモ

タマ ダタ` すグモ

ハ ナクモ

マ ツモ トォチン` 力 手 グモ

_ッ ボ ンォチンヽ カニ グモ

ワカハ ″モ

ア ズチ ダモ

トラフカニグモ

セマル トラフカニ グモ

ヤ ミイ●カニ グモ

オオヤ ミイロカニ グモ

エ ビグモ科  Ph i l o d r o H l i d a c

キ ンイ ロェ どグモ

アサ ヒエ ビグモ

ン iコ グモ

ハエ トリグモ科  Sa l t i c i dュe

キ ヨンヽ エ トリ

Bassalliana decorata(Karsch,1879)

Coriaracllne Fulvipts(Karsch 1879)

Diaea subd。 la(O P Cambridge 1885)

Lysitetes corobatus(Grube 1861)

Misunerlops kumadai Ono.1985

Misurncnops iricuspidatus(Fabrictus 1775)

O x y p t i tとma t s u m o (。 i O n o ! 1 9 8 8

0xyptila ntpponicと Ono,1985

0xylate striatipes L Koch,1878

Tいonisus tabeFacttls Karsで い. 1881

Tmartls piger(ヽ Valcに ,1802)

Tmarus rimosus Paik,1973

Xysticus croccus Fじ x 1937

京ysticu、 sagan us(Bos et Str 19116)

PhilodiOmus auricolnus L Koch,1878

Philod「。「nus sPinitarsis simon,1895

T i b e u u s  t e n e l l u s ( l  K o c h卜18 7 6 )

C a r 「ヽ (〉tu s  x a n t h o = r a  m  1 1 l a ( L a t r ( I H lし,1 8 1 9 )

431 ト ン ボ 類

◆ トン】f41については 「大和市の トンポJ(焼田理一郎,1991「 大和市の見

虫 J所収) 1こよった

◇学名,種 の配列は,「日本庄 トンポ大凶鑑J(浜田康 オ 上清,1985議 談社)

によ っノと

イ トトンボ科 CoenagrioniCa●

アメァィ トトン,さ

クロイ トトレ'ざ

】schnura asiatica

CercionでをtamO「un calanlorurrl

アオイ トトンポ科 Lestidac

オオアオイ トト,′ボ      Lestes tenporalis

オツネン トンJt            Syrnpecma paCdisca paedisca

ホソ ミオツネレ ト ンボ       Ind01estes pttegrinus

サナエ トンポ科 Conl p h i d a e

ダビ ドサチエ              Davidills nanus



あ と カミ き

こぃたび 十大和市史 8(|,け 町柿t イペ を |「J8`卜 )け叫れilく1体|と ,11'に

plイiすることうヽできユした ど4初す)iい ては、 白然 と民俗"考)サ十きまとめて 1

‖けて「け行する予定てした■S ‖」4Fの進ルとにイ半.)て採 りliげるベ コⅢl l枚か増加

したことや、 文字の組みケなどと本仕様のといなどのため,生 終的には 2分 冊

とすることになりました

私飲 3維 ・8駅 がある大和市では、 交 通の利便性にはまれていることなどか

ら、隣接地lptに先駆けて市成企体の掬;市化が進イiしました そ の約米、 1性右:の

人 “ 度は,横 浜市,川 崎 |すによいていそ内第 3位 となり, 11林や挫地などす)縦

地由i積は■しく減少してしまいました ⅢⅢ川沿いのlt41付地や,台 地 |の 出〔に

なされた縦l也は,島 状にケtylされ ご点ね|し〔おう、 市 ttの自然f環境は, 1:物に

と ,て ttRめてイ|ネにくL 1ヽ)のと■…てt まヽす

二乃ようなI iて, 本市教|す宏!ミよは、 rl!fi化をォした ,上tにltはする重力い物の

11態を結合的に把排するため 19871i力→,19901iまでの 1■ 増にわた ,て動

植物結合胡れを実施 しまとた こ す)ヤ|1米は 3出iの報↑i占としてまとい「, 巾 lt

の動lH物のllL状に出する11「な情報がり1らかにされました

本拳をlti集するにあた.,て十ま)lifどのJJ益ネ占来を氷鵜 として, さらに市史和j

さスノ委't, 市史ⅢドJJJ 14L委,iの方々には, 市内全戦を対象にした袖充」ヽ命とと

ちに、 キi l1 3わりFに設けた」村イ|!てを単位とした集 11調れを共施してい■1たきま

した 胡 な則‖liに tよ, 班サ)忙‖ヽ水や高流など|1共な気象条件のたうに 十分

'1洲介データが得 |,れないイiかh た |よか,厚 本ll地内ら ll命や夜博1刊14 i t

ゼづ|え施 していただ くなとi lHちしていたたぃた先li方には大変たとド|】i tti Ⅲ

いいたしました

I lllU物′)Jtt 141に同十jしてデ(モノと,改 い ●市内″)練の少なさに'(付かどイ|ろ

方, 手帥どとにみらギ1 ,々i'4や1変化■:、州;け化とイ1た市岐にあ )ごヽ十也t以|

に災竹はかなものであるこ上を匁ろ二ともできよした  it和 世十1しめ森fl!、

r供 たちが小川で遊び,Jtと」【をiL t力ヽヽける客に|,会うことができまし′た r供

たちがこの にうな身近なr然 に触れあえる環境を保企し,木 米の ア供た|)へと



―

4 8 2  あ と おヽ と

l lモ|えにづき相` ぐことが 2 0‖Ⅲヤどネに1と う大和市lt  r決せら,1た大きな十栄題

ごあるとはL■1→|

わ IⅢか ,,第】ドいよ `| =  J也ル す也!Iをt i !ド,十 人和|‖の 1然の現状につ

L コヽ '11じ述がな `,rて iiⅢ l l■( ツヽ 体|1叫〔ホろ1物 ズ錦)ラ!(ご)|1亡述|[11まら

ず、tFに311A区 に¬い ●11、11物 F卜村IAIJ物 1‐と虫 き びうこ ,モ  LJfに只

対1のあり方から'こた由然妹比い1比状に町する1せ述がこれていよす こ れ|,の地

lk十よ-  lliメ寸■■も1ヒ1/ 11ド1然媒叱うil米令=オ[ 亡t る場1'Fヤ̀す が  こ こ
一ご|ド|夕体,累

境キ■物分布の多様門tが失われ ,ヤ,あることがわか ります 第 V■ ては, 自

然蝶牝供4,)蛇状 上今後の「謀胆に ,いて,■ 物り'究拓サ)↓門的なヤ場か'っの提

|をまといてありよす 今 後のri然環境保令ネi性に反映させ ていくミとたと思

ヽヽ主す 本 liが、本市lkのド然力!叱1代をP'解していたたくため')「づきとなり,

今後の山然蝶巾 ,保企につt =そ i=|き ,かけとヽなれ ■十いです

止後に 現 1也洲企から「叫イ1にい'1な|て ,)ltWI問にわたこって ゴ】f'チをおかけ

した拭神拓各位に対 !て深 (忠‖|を中し i■ 十す ま た,うとす位JⅢ命を■F「すろ

|ょ|、lt…てli「卜 ,どLll力をtた たとiし た 卜也 iけ人合なイt 卜J人 十ヽ利巾十1‖j家

う方 ,々ⅢⅢ奈|,tド ■|1末と11えモ1杵 よ場 卜」教市十1′i‖!十11出;て十とばイ|【設

課 lll i ltみあ″qit+|I Ⅲlイト‖j ね! 米 HれlFナJ=木航+施 設渉4川!J 仲ヽ位を

はじい 小 文中にどルれを|ユ ■i方  々キヤ機関,そ して印1出1に■'いてⅢ〔J‖な注

文に応 じていただいた(株)11製||に対して、 木件ながF)二こにいよりのオは を

大します

今後とは, けた称iさん|'米に対してなお 情 のど指専, ど協力をij取いいた

します

1996イ19 ,1

池 iⅢり| イド川 明リサ 恥 】ド ト第 2姉 6第 3飾 6 .第 1帥 6
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市史専F5調査委員

自  然   粟 飯原一郎 (イラストレーター)

〃   池 田 博 け|(神 奈川県立山北高校)

〃    勝 山 揮 男 (神奈川県立生命の星 地球博物館)

〃   域 チ!|四 演卜(神奈川きのこの会)

″   田 中 徳 久 (神奈川県立生命の星・地球博物館)

民  俗   鈴 木 通 六 〈神奈川県立歴史博物館)

″   関 沢まゆみ (東京学芸大学)

〃   竹 本 康 博 (相模女子大学)

″    濱 田 弘 明 (相模原市立博物館)

″   古 家 信 平 (筑波大学)

″    山 崎 祐 了 (日本民俗学会)

近 ‐現代  菅 原 彬 州1(中 央大学)

″    高 野 和 基 (神奈川工科大学)

″   LrF崎 昭 雄 (束海大学)
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